
幾等1鱗釜｝量べ貌』∵’1冠選寳㌻マ｝鐙　1ジ

窮，、㍑：！　　　’，一蜘・司、

い＼ゴご　蝶蜥の”1”つ喚あ応た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富　　’　1　　”　『…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　’　　　　　宗

ノ、

　、

r

　　　一

1．’il；

気、　　／〆・ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　“

c婁

下望1ボ甥禦
奄　　　　へ　．　　　　　　　野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碕　．行　　、

　　　顕の化鰍細魍の僻は蜥繊冶燐，鵬嚇継躍の雛繍略鰻にわ籾鰍蝋砂もの
　　逃あつて磯に蹴學衛的鰯究鞭め礁所eの共畷鱒締るρここで鰍蝶牙析の技儲はこ紡各分野の．
～堆郭たずゆるが・蜥試翻錘の媒湖艶櫨要魅摩あy・麺わ溜鯵な輝噸輝噸楮はζ
・∫’ρ：ほ力蝿論やその翻・ヒとにそれら6將雑燭し深・・闘心鶴つているゲ　　　　　 ～㌦
　　　・・Ptら碓事伽ず純繰鱒間上磋樗ある灘齢め麟観蜘・る。例客雌欄・醐晶・鵬鴫位
　』臓定，“作業土程の分綱鱒いずれも最小の繊で囎るかぎ岬く所勲精度燃魔齢ワた蘇を融い晦ある
　　ゐがし工搬般だわたる一貫した事業の←部でありて工場内の他部門曜濟事情破商隠泌こ、とが撫め妖で多るか
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　　拗灘㈱嚇硝鯉靴捷・爵融ず試藏あ受⑳か磯果磁骸で鱗種粛乍燦する鋼を詳細ζ測定し適
　囎嘩瓢で，識んなとζ穂繍あ要鞍融騨あ痂逡鋤・晦る晒し鞭や灘購間硬する妨そ微
、．、‘搨赴ﾘれ鵡輯齢零蒸髄潮嚇瞬・吻瀞嚇き締・縫k繭腰する妨厭秤の改良や進んで
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